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平成 19 年８月 20 日 各  位 

会 社 名 株 式 会 社 デ ジ タ ル ガ レ ー ジ 

代 表 者 名 代表取締役ＣＥＯ   林  郁 

（ Ｊ Ａ Ｓ Ｄ Ａ Ｑ ・ コ ー ド ４ ８ １ ９ ） 
（ U R L  h t t p : / / w w w . g a r a g e . c o . j p / ） 

問い合せ先 取 締 役  経 営 管 理 本 部 長 

 櫻井 光太 
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ５ ４ ６ ５ － ７ ７ ４ ７ 

 
 

平成 19 年６月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 18 年８月 28 日付当社「平成 18 年６月期 決算短信（連結）」及び平成 19 年３月 12 日付当

社「平成 19 年６月期業績予想（個別）の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました平成 19 年

６月期（平成 18 年７月１日～平成 19 年６月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

 

１．平成 19 年６月期 連結業績予想の修正等 

 （１）通期（平成 18 年７月１日～平成 19 年６月 30 日） 

(単位：百万円) 

  売 上 高 経 常 利益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ） 18,000 3,300 800 

今 回 修 正 （Ｂ） 17,338 2,475 588 

増 減 額 （Ｂ―Ａ） △661 △824 △211 

増 減 率  △3.7％ △25.0％ △26.4％ 

（参考）前期実績  12,476 1,505 338 

   増 減 率  39.0％ 64.5％ 73.9％ 

 

 （２）修正の理由 

売上高の修正の主な要因は以下のとおりであります。 

連結子会社㈱イーコンテクストが当初計画 3,154 百万円に対して実績 2,575 百万円と 578 百万円

未達であったことが主な要因であります。 

この結果、売上高は当初計画 18,000 百万円に対して、661 百万円未達の 17,338 百万円（前期比

4,862 百万円増、同 39.0％増）となる見通しであります。 

経常利益の修正の主な要因は以下のとおりであります。 

ソリューション事業は堅調に推移したものの、連結子会社㈱イーコンテクストが当初計画 858 百

万円に対して実績 659 百万円、同㈱カカクコムが当初計画 1,600 百万円に対して実績 1,304 百万円

と、それぞれ 198 百万円、295 百万円未達であったこと、ならびにインキュベーション事業において

営業投資有価証券の減損損失 375 百万円を売上原価に計上したことが主な要因であります。 
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この結果、経常利益は当初計画 3,300 百万円に対して、824 百万円未達の 2,475 百万円（前期比

970 百万円増、同 64.5％増）となる見通しであります。 

当期純利益の修正の主な要因は以下のとおりであります。 

インキュベーション事業における減損損失の計上及び上記連結子会社２社が当初計画を下回った

ことが主な要因であります。 

この結果、当期純利益は当初計画 800 百万円に対して、211 百万円未達の 588 百万円（前期比 250

百万円増、同 73.9％増）となる見通しであります。 

 

２．平成 19 年６月期 個別業績予想の修正等 

 （１）通期（平成 18 年７月１日～平成 19 年６月 30 日） 

(単位：百万円) 

  営 業 収益 経 常 利益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ） 240 470 200 

今 回 修 正 （Ｂ） 279 653 208 

増 減 額 （Ｂ―Ａ） 39 183 8 

増 減 率  16.3％ 39.0％ 4.5％ 

（参考）前期実績  640 △303 △156 

   増 減 率  △56.4％ ― ― 

 

（２）修正の理由 

営業収益の修正は当初計画では見込んでいなかった株式会社カカクコムの配当収入が計上された

ためであります。 

この結果、予想金額 240 百万円に対して 39 百万円（16.3％）増の 279 百万円（前期比 361 百万円

減、同 56.4％減）となる見通しであります。 

経常利益の修正の主な要因は、以下のとおりであります。 

経費削減等による販売費および一般管理費の圧縮、および関係会社に対する貸付金に対する受取

利息を計上した一方で、当初見込んでいた借入金の調達コストを計画より抑えたことによるもので

あります。 

この結果、経常利益は予想金額 470 百万円に対して 183 百万円（39.0％）増の 653 百万円（前期

比 957 百万円増）となる見通しであります。 

一方で、連結子会社に対する株式および貸付金の評価損を、それぞれ 99 百万円、75 百万円、なら

びに連結子会社㈱ＤＧアセットマネジメントの吸収合併に際して抱合せ株式消却損を52百万円特別

損失に計上しましたが、これを吸収し、当期純利益は予想金額 200 百万円に対して 8 百万円（4.5％）

増の 208 百万円（前期比 365 百万円増）となる見通しであります。 

 

以上 


